















【 18 】一一一一一一一 一一一一一一「
高柳 裕(
医学博士
第 5 0 号
昭和 34 年 6 月 3 日
医学研究科病理系



















染め出すコロイド鉄反応， Alcian blue 染色， Cyanine red 染色Metachromasia 反応及び Hyaluronidase
ヌ示ぞ~I A I B I c I _D I 
唾液による消化法を併用し，乙れらを酸性粘液多糖類反応 CAMPS) とし，乙れと PAS反応とを比較し




まず腺癌では分化度によりこれを 5 型に分類索検した。 I 型は分化型で 9/11 伊uの多数例の精細胞以形
質内にE物質がみられ，且つ全例共PAS陽性で、あった。 I 型は組織構造が分化型に近いが，腺管腔を形成
する細胞が一部充実様を呈するもので間質も少ない。これは更に低分化型と考えられる E型と共に I 型で
は認められなかったA物質が 4/24 例( H ), 6/36例(m) に認められた。最も低分化型と思われ， 腺W-t形
戒態が見当らないか或は全く充実様で所々に間隙をかとんでflJ環細胞乃至粘液小滴を多くもつ小型細胞か
らなる IV 型では B 物質は 7/13 例， A 物質は 4/13 例と低分化になる程A 物質は増加している。叉;;，ij
胞上皮癌 (Al型)では I 型と同様全例 PAS 陽性であった。扇、[1.上皮脂で、は角化型と非角化型に分け，九
化部では11例全例にC物質即ち PAS のみ陽性で AMPS 反応は陰性，角化型非角化部及び非角化型では B
















PAS に染まらなくても AMPS I易性細胞が認められ，且つ低分化型腺痛との区別困難な場合でも染色態
度により，本来の絡型と近い染色態度を示し，ある程度鑑別に役立つた。このことはH.Eのみでは見ら
れなかった所見である。③角化部のPAS[.易性物質はグリコゲンであった。⑥未分化細胞府中蒸麦細胞府型
には粘液物質は染め出せなかった。⑦染色法からは Astrablau 染色はコロイド鉄法と IFiJ程度に選択的で，
手技が簡単である。 Cyanine red 法は核と共染する場合を除けば特異的染色法である。 Alcian-blue 染色












材料 145 例を選ぴ検討した。 これらは 10% ホルマリン及びアノレコール固定， パラフイン切片とし各例50
枚の標本を作製している。
染色法はH.E，ムチカ Jレミン及び PAS，は勿論，酸性粘液多糖染色 (AMPS) としてコロイド鉄反
応， Alcian blue 染色， Astrablau 染色， Cyanine red 染色， Metachr omasia 反応及び Hyaluronidase，




1. JJilî腺癌で、は低分化型になる程 PAS 陰性で AMP 陽性のものが多い。
2. 所謂肺胞上皮癌では分化型肺癌と似た染色態度を示し，すべて PAS に染まる。
3. 粘液変性に陥り，少くとも細胞の機能が低下乃至喪失したものの粘液物質は PAS，AMPS 共に陽性
が多く，べっとりと染まるものが大多数で，分泌機能が高いと考えられるものは毛醤状線維状，頼粒
状に染まる。
4. 扇平上皮癌にも粘液物質を認め，非角化細胞で PAS 陰性でも AMP S 陽性所見を得，且つ低分
化肺癌との区別困難な場合でも染色態度と組織構造から，ある程度鑑別に役立ち，従来の H.Eの
みで見られなかった成績を得ている。
5. 角化部に PAS 陽性物質をみるがグリコーゲンと思われる。
6. 蒸麦細胞癌型には粘液を認めていな~'0 
7. 染色法から Astrablau 染色はコロイド鉄法と同程度に選択で手技が簡単であり， Cyanine red 法
は，核染を行なわぬ場合には特異的染色法である。 Alcian-blue は従来の 8GS より 8GX300 が染色
性に優る。
8. 各染色標本の発色度を決める規準としては主観に左右されず客観的に度合を区分する上に顕微分光
光度計の使用は好成績を得ている。
以上従来のH.E形態学によっては不可能であった所見を各種特殊染色を用い，多数例に粘液組織化学
的検索を加え，肺癌の組織像を分類している。この乙とは将来の病理組織形態学に進むべき道を暗示した
もので非常に有意義な新知見と思われる。故に学位論文として価値あるものと考える。
-174-
